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「豊作だー！」
　平泉寺町小矢谷で「田んぼのオーナー」の稲刈りに
参加した西村美香さん（８）＝兵庫県＝手で刈った稲
の「はさがけ」に挑戦しています。

享
保
十
一
年
の

　

土
石
流
の
発
生
源
は
？
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

交通事故発生状況

　総件数
　人身事故

　　死　者
（うち高齢者）

（うち高齢者）
　　傷　者
　物損事故

354件
51件

2人

＋18
＋2

（38） （＋10）

（1） （＋1）
＋1

54人
303件

+1
＋16

件数内訳 平成２２年9月末 前年比
※高齢者＝65歳以上

10月の納税
市・県民税▶3期
納 期 限▶11月 1日（月）
口座振替▶10月26日（火）

男
女
合　計
世帯数

8月末現在

人
人
人
世帯

9月末現在 月間増減
出生

－
－
－

－
－
－

死亡 転入
自然動態 社会動態

人
人
人
世帯

人
人
人
世帯

計 転出
－
－
－
－

12,582
13,771
26,353
8,269

7
8
15

12,575
13,758
26,333
8,265

7
13
20
4

12
13
25

5
5
10

11
13
24

13
21
34

2
8
10

計

人口の動き

編
集
後
記

　あ
ん
な
に
暑
か
っ
た
夏

が
終
わ
り
、
気
が
つ
け
ば

す
っ
か
り
秋
に
な
っ
て
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
季
節

は
運
動
会
に
文
化
祭
、
恐

竜
ク
ロ
カ
ン
マ
ラ
ソ
ン
や

「
秋
の
う
ま
い
も
ん
祭
」な

ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し

で
す
。ぜ
ひ
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

　市
内
各
地
で
ク
マ
の
出

没
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

防
災
無
線
で
も
呼
び
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
十

分
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。　今

月
号
で
は
、
勝
山
に

移
住
さ
れ
た
若
い
ご
夫
婦

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を

掲
載
し
ま
し
た
。農
業
の

魅
力
、
勝
山
の
魅
力
に
つ

い
て
お
聞
き
し
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ

い
。

（120）

　

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
二
月
二
十
九
日
（
新

暦
四
月
一
日
）
に
発
生
し
た
女お
な
が
み
が
わ

神
川
の
土
石
流
で

は
、
猪
野
口
村
の
五
一
軒
の
う
ち
三
五
軒
が
流
失

し
、
八
二
人
の
死
者
を
出
し
た
。
こ
の
大
災
害
を

出
し
た
発
生
源
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
記

録
は
「
十
じ
ゅ
う
が
つ
だ
い
ら

月
平
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
平
泉
寺
村
地

籍
図
の
「
十
月
」
か
ら
「
ム
ツ
シ
赤あ
か
か
べ壁
」
に
か

け
て
の
場
所
で
あ
ろ
う
。『
女
神
川
大
水
害
猪
野

口
村
殃お
う

難な
ん

記
』
に
は
、「
平
泉
寺
村
の
奥お
く

山や
ま

十じ
ゅ
う
が
つ月

衡だ
い
ら
さ
け裂
落お

ち
泥ど
ろ
み
ず水
川
に
溢あ
ふ

れ
て
、
牛う
し

ヶが

首く
び

と
い
へ
る

岩
山
を
突
破
り
、
揚あ
げ

原は
ら

と
云い
う

山
を
乗
こ
え
、
平
泉

寺
下し

た
村
姥う
ば

ヶ
堂
の
出で
つ

張ぱ

り
山
を
押お
し

崩
し
、
泥ど
ろ

炎え
ん

天て
ん

を
衝
き
、
盤
石
空
に
飛
び
て
、
猪
野
口
村
を
押

し
流
す
。
時
し
も
彼ひ

岸が
ん

結け
ち

願が
ん

の
日
な
り
。
旧
年
の

残
雪
平
地
に
い
ま
だ
二
三
尺
も
あ
り
し
が
、
泥
砂

と
共
に
解
け
合
ひ
、
矢
を
射
る
如
く
疾は
や

け
れ
ば
逃

る
に
途み
ち

を
失
ひ
‥
‥
‥
」
と

あ
る
。
こ
の
付
図
に
は
山
地

崩
壊
・
地
す
べ
り
の
範
囲
が

絵
図
に
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

「
南
北
欠か
け

口ぐ
ち

弐
百
間け
ん

・
東
西

長
さ
五
百
間
」「
水み
ず

見み

渡わ
た
し　

百
間
」「
新
出
岩　

高
さ
十

間
、横
五
間
」「
池
」
と
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
「
新
山
高
さ
拾

五
間
」「
新
山
高
さ
弐
拾
間
」

「
上
の
切
口
よ
り
川
ま
で
五
百
間
」
と
あ
る
。

　

大お
お

八や

木ぎ

規の
り

夫お

氏
は
こ
の
地
域
を
調
査
し
、「
福

井
県
大
野
盆
地
南
東
部
周
辺
地
域
の
大
規
模
崩

壊
・
地
す
べ
り
地
形
と
堆
積
物
に
つ
い
て
」（『
深

田
地
質
研
究
所
報
告
№
１０
』
平
成
八
年
）
の
論

文
と
付
図
で
、
番
号
７
の
椀
状
の
く
ぼ
地
（
幅

七
三
〇
ｍ
、
奥
行
五
四
〇
ｍ
、
比
高
二
九
〇
ｍ
）

が
享
保
十
一
年
に
山
地
崩
壊
・
地
す
べ
り
し
た
地

形
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
こ
の
地
は
「
赤
壁
」
と

よ
ば
れ
、
出
作
り
農
家
が
あ
っ
た
。
ま
た
林
道
法

恩
寺
線
は
、
桟
道
に
す
る
こ
と
で
、
軟
弱
地
盤
を

克
服
し
た
。 　
　

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

地形図の番号７の山地崩壊・
地すべり地形

赤壁の遠景。林道の桟道と植林された平坦面

『殃難記』の付図　
崩壊地の図

女神川
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農に生きる！
勝山市にワークステイ制度などを利用して農業体験に来る人が増えています。
そんな中で、勝山市を気に入り移住された若いご夫婦がいらっしゃいます。
お２人の話から勝山の、そして農業の魅力が見えてくるかも…

　

山
本
義
晃
さ
ん
奈
々
絵
さ
ん
夫
妻
は
、
今

年
の
４
月
か
ら
平
泉
寺
町
大
矢
谷
に
移
住
さ

れ
ま
し
た
。
２
人
と
も
ラ
ブ
リ
ー
牧
場
関
係

の
お
仕
事
を
さ
れ
て
ま
す
。
ま
ず
は
、
勝
山

に
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
伺
い
ま

し
た
。

■
２
人
の
出
会
い　

　

義
晃
さ
ん
は
、
い
ず
れ
は
馬
の
牧
場
を
経

営
し
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
て
、
そ

の
勉
強
を
す
る
た
め
に
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ

イ
制
度
を
利
用
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。

　

同
時
期
に
奈
々
絵
さ
ん
は
、
イ
ル
カ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
す
る
た
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
て

昨
年
の
７
月
に
結
婚
さ
れ
ま
し
た
。

■
勝
山
に
住
み
た
い

　

昨
年
７
月
に
帰
国
し
て
、
就
職
活
動
を
し

て
い
る
と
き
に
、
昨
年
９
月
末
に
行
わ
れ
た

ラ
ブ
リ
ー
牧
場
で
の
ワ
ー
ク
ス
テ
イ
募
集
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
、
２
人
で
参
加

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ラ
ブ
リ
ー
牧
場
を
経

営
す
る
松
本
忠
司
さ
ん
の
考
え
方
に
深
く
共

感
し
、
勝
山
市
へ
の
移
住
を
決
め
た
そ
う
で

す
。

■
自
然
と
生
き
る
こ
と

　

２
人
の
理
想
は
、
自
給
自
足
の
生
活
を
す

る
こ
と
だ
そ
う
で
、
松
本
さ
ん
の
普
段
の
生

活
が
と
て
も
理
想
に
近
い
も
の
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

野
菜
を
作
る
に
も
ま
ず
土
づ
く
り
か
ら
始

め
、
無
農
薬
で
行
う
。
こ
れ
が
ど
ん
な
に
大

変
な
こ
と
か
、
ま
た
、
健
康
の
た
め
に
必
要

な
こ
と
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
２
人
は
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
働
い
た
こ
と
の
あ
る
外
国
の
大
農

場
で
見
た
、
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
大
量
の

農
薬
を
使
用
す
る
大
規
模
農
業
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
野
菜
を
大
量
に
輸
入
し
て
い
る
日

本
の
現
実
。
そ
の
と
き
受
け
た
衝
撃
が
、
２

人
の
自
給
自
足
へ
の
考
え
の
根
底
に
あ
り
ま

す
。

　

自
分
で
食
べ
る
も
の
を
自
分
で
作
る
こ

と
。
こ
れ
が
理
想
だ
そ
う
で
す
。
今
は
野
菜

づ
く
り
も
勉
強
中
で
す
。

■
い
つ
か
は
牧
場
を

　

将
来
の
夢
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
や

は
り
独
立
し
て
自
分
の
牧
場
を
持
ち
、
独
自

の
ス
タ
イ
ル
で
経
営
し
た
い
。」
と
の
こ
と
。

勝
山
で
牧
場
を
？
と
お
聞
き
し
た
ら
「
松
本

さ
ん
は
師
匠
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
す
か

ら
、
そ
の
地
元
で
は
…
（
笑
）。
実
際
は
勝

山
で
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
ど
こ
か
い
い

場
所
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
で
で
も
や
り
た
い

ソフトクリームを作る奈々絵さん

山 本 義 晃 さん
32歳

愛知県出身

山本奈々絵さん
31歳

大阪府出身

牛舎の清掃中

▼
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
イ
と
は
？

　

2
国
間
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
青
年

（
18
歳
～
25
歳
ま
た
は
30
歳
）
が
異
な
っ

た
文
化
（
相
手
国
）
の
中
で
休
暇
を
楽
し

み
な
が
ら
、
そ
の
間
の
滞
在
資
金
を
補
う

た
め
に
、
一
定
の
就
労
を
す
る
こ
と
を
認

め
る
査
証
お
よ
び
出
入
国
管
理
上
の
特
別

な
制
度
で
す
。

▼
ワ
ー
ク
ス
テ
イ
と
は
？

　

農
山
漁
村
に
滞
在
し
、
地
域
住
民
と
交

流
し
な
が
ら
、
農
作
業
や
地
域
づ
く
り
、

環
境
保
全
活
動
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
す
。
な
お
、
福
井
県
な
ど
自
治
体

が
募
集
し
て
い
ま
す
。

で
す
。」
と
、
に
こ
や
か
に
話
し
ま
し
た
。

■
暮
ら
し
や
す
さ

　

最
後
に
、
勝
山
の
印
象
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。「
何
で
も
揃
っ
て
い
る
し
、
住
む
に
は

十
分
便
利
な
所
だ
と
思
い
ま
す
。
一
時
間
で

福
井
市
内
ま
で
行
け
ま
す
し
ね
。
あ
と
、
皆

さ
ん
と
て
も
親
切
に
し
て
く
れ
ま
す
。
特
に

近
所
の
か
た
に
は
、
野
菜
の
作
り
方
を
教
え

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
。

　

冬
の
雪
の
多
さ
に
は
驚
か
れ
た
よ
う
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
お
二
人
で
力
を
あ
わ
せ
、

い
つ
か
夢
が
か
な
う
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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【経常収支比率】財政構造の弾力性（余裕）を
あらわしたもの。毎年経常的に収入される財源
のうち、人件費・扶助費・公債費など、毎年必ず
支払う経費の割合。
　１か月の家計に例えると、食費や家賃、光熱
費、水道代、ローン返済など毎月決まって支払
わなければならない経費の合計が、給料総額に
対してどの程度占めるかをあらわしたものです。
【公債費負担比率】一般財源のうち市債等の
償還金に充てる経費の割合。
　１か月の家計に例えると、給料総額に対して
ローンの返済額がどの程度占めるかをあらわし
たものです。なお、ここでは副業は含まず、自家
用車のローンなど生活にかかわるローンだけを
考慮しています。
【財政力指数】地方公共団体の財政力をあらわ
したもの。
　一般の家庭に例えると、子どもが別居してい
る場合、標準的な生活費（家賃や食費など）に
対する標準的な収入（給料など）の割合です。
なお、標準的な生活費と標準的な収入の差額
で不足が生じると親からの仕送り（普通交付
税）が必要となります。
【標準財政規模】地方公共団体が自由に使え
る財源の標準的な収入。
【実質赤字比率】一般会計等の実質赤字が標
準財政規模に占める割合。
　サラリーマン家庭に例えると、一年間の収入
と支出の差引において赤字が生じた場合、赤
字額がその年の家庭の給料総額に対してどの
程度占めるかをあらわしたものです。
【連結実質赤字比率】全会計（一般会計等だ
けでなく、その他の特別会計を含む）の実質赤

字が標準財政規模に占める割合。
【実質公債費比率】一般会計等が負担する市
債等の償還金が標準財政規模に占める割合。
　別居している子どもを持つ家庭に例えると、
親のローンのほか子どものローンを親が肩代わ
りして返済している場合、その返済金の合計
が、親の給料総額に対してどの程度占めるかを
あらわしたものです。
【将来負担比率】一般会計等が将来負担すべ

き債務が標準財政規模に占める割合。
　別居している子どもを持つ家庭に例えると、
親のローンの残高、子どものローンの残高（親
が肩代わりして返済する額）、家族の将来の冠
婚葬祭などに係る経費の総額から、それに充て
ることのできる財源（貯金など）を差し引いた額
が、その年の給料総額に対してどの程度占める
かをあらわしたものです。

歳出

人件費（19.6％）

物件費（10.2％）

補助費等（11.9％）

普通建設事業費（14.3％
）

扶助費（13.8％）

公債費（10.1％）
積立金（2.1％）
貸付金（3.1％）

繰出金（11.9％）

平
成
21
年
度
の
決
算
状
況

　市
で
は
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成

21
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳入総額
121億4,593万円

歳入

市　税
30億8,523万円
（25.4％）

その他
10億9,177万円
（9.0％）

地方交付税
39億936万円
（32.2％）

国庫支出金

県支出金 8億8,889万円（7.3％）

13億
8,966万円
　（11.4％）

諸収入
5億5,599万円（4.6％）

繰入金
2億4,321万円（2.0％）

歳出総額
119億80万円

合計93億1,743万円

災
害
復
旧

　
事
業
費（
0.0
％
）
投
資
及
び

　
出
資
金（
0.1
％
）

市 税 の 収 入 状 況

市 債 残 高 の 状 況
一 般 会 計
目 的 別 市 債 残 高

指 標 で み る 財 政 事 情

財 政 健 全 化 判 断 比 率

市 有 財 産 の 状 況

会　　計　　名 歳入決算額 歳出決算額 差し引き
273万円
362万円
552万円

1億 587万円
501万円
168万円
4,351万円

41万円

育 英 資 金
下 水 道 事 業
農業集落排水事業
簡 易 水 道 事 業
国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（介護サービス事業勘定）
市 有 林 造 成 事 業

3,935万円
11億9,894万円
2億7,971万円
1億6,434万円
25億8,377万円

1,118万円
3億1,384万円
24億4,333万円

1,113万円
5,966万円

3,662万円
11億9,532万円
2億7,419万円
1億6,434万円
24億7,790万円

617万円
3億1,216万円
23億9,982万円

1,113万円
5,925万円

30億8,523万円

市民税
13億108万円
（42.2％）

固定資産税
13億7,799万円
（44.7％）

軽自動車税
5,756万円（1.9％）

市たばこ税
1億2,827万円（4.2％）

入湯税
2,890万円（0.9％）

都市計画税
1億9,143万円（6.1％）

一 般 会 計

下水道事業

簡易水道事業

農業集落排水事業

市有林造成事業

合　　　　計

特 

別 

会 

計

93億1,743万円

60億 526万円

2億1,366万円

14億6,485万円

4,884万円

170億5,004万円

（平成22年3月31日現在）
建　　物
土　　地
立　　木
基　　金
　現金・預金等
　うち財政調整基金
　うちその他の基金
　土　地
有価証券
出 資 金
債　　権　　

１４万７，７４８㎡
２，２５５万８，４２３㎡
２３万４，７７０㎥

２４億３，５２７万円
１３億９，６１７万円
１０億３，９１０万円

３，２６２㎡
３億１，４００万円
３億８，２１０万円
１億９，２９７万円

民生  4億1,102万円
6億4,585万円
6億9,966万円衛生

土木

土木

土木
（公園）
12億4,955万円

教育

    その他
13億
  1,684万円 　 農林

水産

消防 1億7,730万円
4億7,961万円

   臨時
 財政対策債
28億8,227万円

商工 2,486万円

（都市計画）
9億7,647万円

（道路橋りょう・住宅）
4億5,400万円

※用語解説

20年度勝山市

21年度勝山市（速報値）

99.6％

経常収支比率

99.9％

13.9％

公債費負担比率
※ ※ ※

13.4％

0.51

財政力指数

0.50

※ ※ ※ ※

勝山市（速報値）
早期健全化基準

実質赤字比率

－－－
14.08％

連結実質赤字比率

－－－
19.08％

実質公債費比率

11.5％
25.0％

将来負担比率

103.8％
350.0％

市 債  　
9億8,182万円（8.1％）

総務費
16億3,140万円
（13.7％）

民生費
30億7,350万円
（25.8％）

衛生費
7億5,994万円
（6.4％）

土木費
15億7,745万円
（13.3％）

消防費　6億401万円（5.1％）

教育費
13億7,739万円
（11.6％）

災害復旧費　0万円（0.0％）

公債費
12億373万円
（10.0％）

商工費　6億5,071万円（5.5％）

議会費　1億4,737万円（1.2％）

労働費
2億3,483万円
（2.0％）
農林水産業費
6億4,047万円
（5.4％）

繰 越 金
分担金及び負担金
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
使用料及び手数料
地方特例交付金
自動車取得税交付金
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株式等譲渡所得割交付金
財 産 収 入
交通安全対策特別交付金
寄 附 金

2億6,455万円
1億7,030万円
2億3,222万円
1億7,331万円
9,377万円
4,670万円
4,930万円
1,445万円
424万円
217万円
2,022万円
497万円
1,557万円

財政公表財政公表

3

一般会計
特別会計

維
持
補
修
費

　
　
　（
2.9
％
）

　平成19年6月に公布された「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化
法）」に基づき、上記指標を算定しました。この指標は、地方公共団体の「早期健全化」と「財
政再生」の2段階で財政悪化をチェックするとともに、特別会計や一部事務組合等も併せ
た連結決算により、地方公共団体全体の財政状況を明らかにしようとするものです。
　勝山市はいずれの項目においても、早期健全化基準を大きく下回り、健全であるといえ
ます。　　　　　　　　　　　　　　　 　  （詳しくは、市のホームページをご覧ください）

　財政指標のうち経常収支比率が99.9％と高くなっていますが、これは平成２０年度から
算定方法の変更に伴い、下水道事業および農業集落排水事業特別会計への繰出金のうち、
臨時的経費から経常的経費として扱われる経費が大幅に増えたことによるものです。

総　

括

　

平
成
21
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
が
１
２

１
億
４
５
９
３
万
円
、
歳
出
が
１
１
９
億
８
０
万
円
と
な

り
、
歳
入
で
３
・
２
％
の
増
、
歳
出
で
３
・
５
％
の
増
（
前

年
度
比
＝
以
下
同
じ
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
の
差

引
き
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財

源
５
２
２
７
万
円
を
引
い
た
１
億
９
２
８
６
万
円
が
実
質

的
な
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳　

入

　

市
税
は
、
法
人
市
民
税
が
前
年
度
に
引
き
続
き
長
引
く

経
済
不
況
の
影
響
を
受
け
大
幅
な
減
額
、
固
定
資
産
税
も

評
価
替
え
に
よ
る
影
響
に
よ
り
減
額
と
な
り
、
総
額
が
30

億
８
５
２
３
万
円
（
２
億
６
５
９
万
円
、
６
・
３
％
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
自
主
財
源
は
、
44
億
４
８
８
４
万
円
で
、

自
主
財
源
比
率
は
36
・
６
％
（
５
・
３
％
の
減
）
と
な
り

ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は
、
普
通
交
付
税
が
地
域
雇
用
創
出
推
進

費
の
創
設
や
市
税
な
ど
の
減
収
見
込
み
に
呼
応
し
増
額
、

特
別
交
付
税
も
大
雪
に
よ
る
除
排
雪
経
費
の
増
加
に
よ
り

増
額
と
な
り
、
総
額
で
39
億
９
３
６
万
円
（
２
億
６
９
３

２
万
円
、
７
・
４
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
特
定
財
源
で
は
、
国
庫
支
出
金
が
国
の
経
済
対
策

に
よ
る
各
種
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
が
合
わ
せ
て
４
億

９
７
８
８
万
円
交
付
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
大
幅
な
増

額
、
県
支
出
金
に
お
い
て
も
、
国
の
雇
用
対
策
に
よ
る
緊

急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業
補
助
金
な
ど
に
よ
り
大

幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
に
お
い
て
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
増
額
の
ほ
か
、

前
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
市
役
所
庁
舎

耐
震
補
強
工
事
や
同
報
系
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
に
よ

る
防
災
対
策
事
業
債
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
総
額
９
億
８

１
８
２
万
円
（
３
億
４
３
２
２
万
円
、
53
・
７
％
の
増
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳　
　

出

　

総
務
費
で
は
、
前
年
度
実
施
さ
れ
た
定
額
給
付
金
給
付

事
業
が
大
幅
な
減
額
と
な
り
、
総
額
16
億
３
１
４
０
万
円

（
５
億
１
２
３
９
万
円
、
23
・
９
％
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

へ
の
負
担
金
が
廃
棄
物
処
理
施
設
建
設
事
業
債
の
償
還

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
た
め
大
幅
な
増
額
、
ま
た
、
経
済
対
策

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
エ
コ
環
境
事
業
補
助
金
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
総
額
７
億
５
９
９
４
万
円
（
１
億
８
０
２

４
万
円
、
31
・
１
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
で
は
、
前
年
度
末
か
ら
実
施
し
た
、
か
つ
や
ま

と
く
と
く
商
品
券
発
行
事
業
、
は
た
や
記
念
館
ゆ
め
お
～

れ
勝
山
の
開
館
に
よ
る
管
理
運
営
費
な
ど
に
よ
り
、
総
額

６
億
５
０
７
１
万
円
（
１
億
６
６
０
５
万
円
、
34
・
３
％

の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
費
で
は
、
市
役
所
庁
舎
耐
震
補
強
工
事
や
同
報
系

防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
に
よ
る
防
災
対
策
事
業
な
ど
に

よ
り
、
総
額
６
億
４
０
１
万
円
（
１
億
８
５
５
１
万
円
、

44
・
３
％
の
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
、
市
税
が
大

幅
な
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
方
交
付
税
の
増
額
や
国

の
経
済
対
策
事
業
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
た
結
果
、
総

額
13
億
９
６
１
７
万
円
（
２
８
５
万
円
、
０
・
２
％
の
減
）

と
な
り
、
ほ
ぼ
前
年
度
残
高
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
の
市
債
残
高
は
、
93
億
１
７
４
３
万
円
（
６

１
６
５
万
円
、
０
・
７
％
の
減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
を
除
い
た
残
高
は
64
億
３
，
５

１
６
万
円
（
３
億
４
８
０
６
万
円
、
５
・
１
％
の
減
）
で

９
年
連
続
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
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平
成
21
年
度

　
　
水
道
事
業
会
計
事
業
報
告

業
務
状
況
（
表
①
）

　

平
成
21
年
度
に
お
い
て
は
、
給
水
人
口
、

年
間
総
配
水
量
、
年
間
有
収
水
量
に
つ
い
て
、

前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
有
収
率
は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
要
因
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
漏
水
対
策
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

財
政
状
況
（
表
②
）

　

本
年
度
の
総
事
業
収
益
は
３
億
２
３
３
８

万
７
千
円
、
総
事
業
費
用
は
３
億
５
９
３
８

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
当

年
度
は
純
損
失
３
５
９
９
万
４
千
円
を
計
上

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
繰

越
利
益
剰
余
金
58
万
７
千
円
を
充
当
し
、
残

額
３
５
４
０
万
７
千
円
に
利
益
積
立
金
を
充

当
し
ま
す
。

　

一
方
、
資
本
的
収
入
は
４
０
９
３
万
６
千

円
、
資
本
的
支
出
は
２
億
５
６
９
４
万
４
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
２
億
１
６

０
０
万
８
千
円
の
不
足
額
は
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
、
お
よ
び
当
年
度
分
損
益

勘
定
留
保
資
金
で
補
填て

ん

し
ま
し
た
。

総
括
事
項 

　

毎
年
安
心
で
き
れ
い
な
水
道
水
の
安
定
供

給
を
図
り
な
が
ら
、
勝
山
市
水
道
事
業
の
健

全
な
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
収
入
で
あ
る
水
道
料
金
収
入
は
、
給

水
人
口
の
減
少
お
よ
び
景
気
低
迷
に
よ
る
製

造
業
の
使
用
水
量
の
減
少
に
よ
り
、
対
前
年

比
１
．
27
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

支
出
に
お
い
て
は
、
減
価
償
却
費
や
企
業
債

の
元
金
償
還
が
増
加
し
、
経
営
は
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
清
浄
で
安
全
な
水
の
供
給
を
図

る
た
め
、
既
存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
の
充

実
を
怠
る
こ
と
な
く
、
ま
た
累
増
す
る
企
業

債
の
元
金
償
還
に
要
す
る
費
用
、
お
よ
び
減

価
償
却
費
に
対
応
し
得
る
経
営
基
盤
の
確
立

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
21
年
度
中
に
開
催
し
た
勝
山

市
上
下
水
道
料
金
制
度
協
議
会
に
お
い
て
適

正
な
料
金
制
度
に
つ
い
て
検
討
い
た
だ
い
た

結
果
を
踏
ま
え
、
水
道
事
業
会
計
の
健
全
な

経
営
の
た
め
、
平
成
23
年
度
お
よ
び
平
成
24

年
度
に
水
道
料
金
の
値
上
げ
が
決
定
し
て
い

ま
す
。

　

水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
、

決
算
書
が
市
立
図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

上
下
水
道
課　
　
（
☎
88
‐
８
１
０
９
）

項　　目 業　務　量 前年度比
給 水 人 口    23,219  人 ― 0.76％

給 水 戸 数 7,239  戸 ＋ 2.86％

年 間 総 配 水 量 2,991,430 ㎥ ― 3.26％

年 間 有 収 水 量 2,437,839 ㎥ ― 1.64％

１日最大配水量 15,064 ㎥
（平成21年12月31日） ― 7.45％

有 収 率 81.49  ％ ＋ 1.67％

導送配水管延長 297,363.9 ｍ ＋ 0.01％

　表①　業務状況

　表②　財政状況

　表③　主な拡張事業

　表④　主な改良事業

水道料金表　（税別）

区分 21 年度決算額 20 年度決算額
収入 3億2,338万7千円 3億5,790万9千円
支出 3億5,938万1千円 3億5,432万2千円
差引 ―3,599万4千円 358万7千円

事業名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
鹿谷水源地
ポンプ増設工事 鹿谷町保田　 936万6千円

主要地方道篠尾・勝山線
配水管移設工事 鹿谷町北西俣 476万4千円

事業名（工事名） 地　係 事業費（工事費）
法恩寺膜ろ過設備
膜モジュール取替工事 170字 1,291万5千円

若猪野ポンプ場
耐震補強工事 若猪野 1,078万4千円

立川水源地
充電器盤・インバータ盤修繕工事 立川町２丁目 714 万円

区分 21 年度決算額 20 年度決算額
収入 4,093万6千円 1億6,283万8千円
支出 2億5,694万4千円 2億4,928万6千円
差引 ―2億1,600万8千円 ―8,644万8千円

【収益的収支（税抜）】

【資本的収支（税込）】

メーター
口　　径

基本料金　10㎥まで 超過料金　1㎥につき

22年度 23年度 24年度 　 11㎥～30㎥ 31㎥～100㎥ 101㎥～

13ミリ 1,050 1,100 1,150 22年度 105 120 145

20ミリ 1,200 1,250 1,300 　 11㎥～30㎥ 31㎥～50㎥ 51㎥～100㎥ 101㎥～

25ミリ 1,400 1,450 1,500 23年度 113 128 130 155

40ミリ 1,600 1,650 1,700 24年度 120 135 140 165

（円）

口径 50 ミリ以上は省略
※22年度とは、平成23年4月検針分（3月使用分）までをいい、23年度とは、

平成23年5月検針分（4月使用分）から平成24年4月検針分（3月使用分）
を、24年度とは、平成24年5月検針分（4月使用分）以降を指します

　

９
月
定
例
市
議
会
が
９
月
３
日
か
ら
21
日

ま
で
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
招
集
の
あ
い
さ
つ
で
、「
市

長
と
何
で
も
語
ろ
う
会
や
、
市
内
10
地
区
で

開
催
し
た
地
区
別
座
談
会
で
は
第
５
次
勝
山

市
総
合
計
画
の
基
本
理
念
や
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
基

本
的
な
視
点
に
つ
い
て
ご
説
明
し
た
。
ま
た
、

地
区
別
・
校
区
別
座
談
会
で
は
小
中
学
校
再

編
・
新
体
育
館
建
設
に
関
す
る
素
案
に
つ
い

て
ご
説
明
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
い
た
だ
い
た

ご
意
見
、
ご
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
研
究
・

分
析
を
進
め
て
い
る
。
10
月
下
旬
を
目
安
に

十
分
精
査
す
る
中
で
、
現
在
の
素
案
の
再
検

討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
再
度
お
示
し
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
思
を
最
大
限
尊
重
し
、

総
合
計
画
へ
反
映
し
て
い
き
た
い
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

決
ま
っ
た
内
容
に
つ
い
て

○
予　

算

　

一
般
会
計
は
１
億
３
４
８
９
万
９
千
円
を

増
額
し
、
総
額
を
１
１
８
億
３
１
０
０
万
９

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

増
額
補
正
の
主
な
内
容
は
、
が
ん
検
診
無

料
化
制
度
の
拡
充
（
個
別
検
診
）、
低
所
得

者
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
、
鳥
獣
害
予
防
用
ネ
ッ
ト
柵
設
置
費
用

助
成
、
お
よ
び
雇
用
対
策
に
関
す
る
費
用
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
国

民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護
保
険
の
補

正
が
、
い
ず
れ
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
条　

例　

等

・
勝
山
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

（
防
火
対
象
火
気
設
備
な
ど
の
追
加
）

・
勝
山
市
消
防
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

（
大
型
油
タ
ン
ク
の
検
査
手
数
料
軽
減
）

・
勝
山
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

（
施
設
を
改
修
し
、
（
社
）
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
す
る
た
め
廃
止
）

　

１
億
３
４
８
９
万
９
千
円
増
額
の

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
を
可
決

招集のあいさつを述べる山岸市長

○
そ
の
他

・
消
防
緊
急
指
令
シ
ス
テ
ム
購
入
契
約
締
結

が
可
決
さ
れ
ま
し
た

・
陳
情
1
件
が
趣
旨
採
択
、
請
願
1
件
と
陳

情
5
件
が
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

○
委
員
の
選
任　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
勝
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
　

松
﨑　

洋
一
（
村
岡
町
栃
神
谷
）

議
長
に
清
水
清
蔵
議
員

副
議
長
に
松
村
治
門
議
員

　

９
月
３
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
村

田
與
右
ヱ
門
議
長
が
辞
職
し
、
清
水
清

蔵
副
議
長
が
議
長
に
当
選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
松
村
治
門
議
員
が
副
議
長
に

当
選
し
ま
し
た
。

松村治門副議長 清水清蔵議長

10月は３R推進月間
　ごみを減らし、環境にやさしい循環
型社会を実現するためには、家庭や地
域における「3R（リデュース、リユー
ス、リサイクル）」の推進が不可欠です。
Reduce	（リデュース）	ゴミの発生抑制
Reuse	 （リユース）	 再利用
Recycle	（リサイク）	 資源化

マ
イ
バ
ッ
グ
で
環
境
に
優
し
く

　

私
た
ち
が
買
い
物
を
す
る
時
に
、
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な

い
、
過
剰
包
装
な
も
の
を
選
ば
な
い
、
詰

め
替
え
商
品
を
選
ぶ
な
ど
の
行
動
を
と
る

こ
と
も｢

３
Ｒ｣

活
動
で
あ
り
、
ご
み
の

減
量
化
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
平

成
22
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
市
内
量
販
店

に
お
い
て
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
マ
イ
バ
ッ
グ
の
持
参
率
は
、
非

常
に
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
ま
す
。

※市内4事業者の定期報告による

勝山市内　マイバッグの平均持参率

91.28

92.70

91.12
90.27

89.70

4月 5月 6月 7月 8月
0

85

90

95
(%)
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勝
山
市
景
観
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

景
観
計
画
っ
て
何
？

　

景
観
計
画
と
は
、
平
成
16

年
に
施
行
さ
れ
た
「
景
観

法
」
に
基
づ
き
、
市
が
法
律

の
手
続
き
に
従
っ
て
定
め

る
『
良
好
な
景
観
の
形
成
に

関
す
る
計
画
』
で
す
。

　

こ
の
計
画
で
は
、
良
好
な

景
観
の
形
成
に
関
す
る
基

本
的
な
方
針
や
、
行
為
の
制

限
に
関
す
る
事
項
な
ど
を
定
め
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
景
観
特
性
や
住
民
参
加
の
仕

組
み
な
ど
に
つ
い
て
も
記
述
し
、
市
が
今
後

進
め
て
い
く
景
観
づ
く
り
の
た
め
の
基
本
的

な
計
画
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
ふ
る
さ
と
勝
山

の
原
風
景
や
美
し
い
眺
望
景
観
を
保
全
し
、

未
来
に
残
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

勝
山
市
景
観
計
画
策
定
の
経
緯

　

市
は
、平
成
21
年
８
月
に
「
景
観
計
画
ワ
ー

キ
ン
グ
部
会
」
を
立
ち
上
げ
、
景
観
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン

グ
部
会
に
は
、
大
学
の
教
授
や
各
種
団
体
・

一
般
公
募
に
よ
る
市
民
の
か
た
が
た
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
景
観
計
画
の
素
案
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
今
後
は
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
勝
山
市
景
観

計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

豊かな自然、悠久の歴史と伝統文化
ふるさとの誇り、勝山の美しい原風景を未来に残そう

勝山左義長まつりの様子

中部縦貫自動車道からの眺望景観

基本目標

基本方針

勝山景観計画の章立て
第1章　景観計画区域
第2章　良好な景観の形成に関する方針
第3章　良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項
第4章　景観重要建物および景観重要樹木の指定に関する方針
第5章　屋外広告物の表示および掲出する物件の設置に関する事項
第6章　景観重要公共施設の整備に関する事項および占用許可の基準
第7章　景観農業振興地域整備計画の策定に関する基本的な事項
第8章　計画の実現に向けて

四季の移ろいを、
見て触れて感じることが

できる自然とともに生きる

霊峰白山を後背に、
たおやかな稜線が重なる
山並みの眺望景観を守る

悠久の時の流れが、
今に語りかける

歴史と伝統に学ぶ

暮らしの中に
伝統文化が息づく

優美な集落景観を育てる

勝山の景観は市民の
誇り、未来へ継承する

思いを共有しよう

勝山固有の風景に
美しく調和した施設景観を

創造する

　

景
観
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か

ら
広
報
で
3
回
に
わ
た
っ
て
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

第
１
章　

景
観
計
画
区
域
に
つ
い
て

　

景
観
計
画
の
区
域
は
、
市
内
全
域
と
し
ま

す
。
ま
た
、
特
に
景
観
形
成
が
望
ま
れ
る
地

域
12
地
区
を
特
定
景
観
計
画
区
域
の
候
補
と

し
て
、
景
観
計
画
に
位
置
付
け
ま
し
た
。
今

後
は
、
各
地
域
で
景
観
を
保
全
し
て
い
く
た

め
の
取
り
組
み
を
、
地
域
住
民
と
行
政
が
と

も
に
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

第
２
章　

良
好
な
景
観
の

　

形
成
に
関
す
る
方
針

　

良
好
な
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
、
基
本

目
標
や
基
本
方
針
を
定
め
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

第
３
章　

良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め
の

　
　

行
為
の
制
限
に
関
す
る
事
項

　

景
観
計
画
区
域
内
に
お
け
る
景
観
に
影
響

の
大
き
い
大
規
模
な
行
為
に
つ
い
て
は
、
届

け
出
の
提
出
を
求
め
ま
す
が
、
そ
の
届
け
出

に
対
す
る
指
導
や
助
言
の
指
針
と
な
る
景
観

形
成
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

【
届
け
出
が
必
要
と
な
る
行
為
】

〈
建
築
物
〉

・
地
盤
面
か
ら
の
高
さ
が
10
ｍ
を
超
え
る
も

の
・
延
べ
床
面
積
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の

・
外
観
の
変
更
に
係
る
面
積
が
４
０
０
㎡
を

超
え
る
も
の

〈
工
作
物
〉

・
垣
、
柵
、
塀
、
擁
壁
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の
で
、
高
さ
２
ｍ
か
つ
長
さ
30
ｍ

を
超
え
る
も
の

〈
屋
外
に
お
け
る
資
材
、
土
石
、
廃
棄
物

お
よ
び
再
生
資
源
等
の
集
積
ま
た
は
貯
蔵
〉

・
高
さ
が
３
ｍ
ま
た
は
そ
の
用
に
供
さ
れ
る

土
地
の
面
積
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の

〈
土
地
の
開
墾
、
土
石
の
採
取
、

鉱
物
の
掘
採
、
そ
の
他
の
形
質
の
変
更
〉

・
開
発
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
面
積
が

　

１
０
０
０
㎡
を
超
え
る
も
の

・
高
さ
が
３
ｍ
を
超
え
る
法
を
生
じ
る
切
土

ま
た
は
盛
土
を
伴
う
も
の

〈
屋
外
広
告
物
の
表
示
ま
た
は
掲
出
〉

・
高
さ
４
ｍ
（
建
築
物
と
一
体
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
、
建
築
物
と
の
高
さ
の
合
計
が

10
ｍ
）
、
ま
た
は
表
示
の
面
積
の
合
計
が

20
㎡
を
超
え
る
も
の

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
細
な
内
容
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

景
観
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

勝山市景観計画（素案）の
地区別説明会を開催します

地　区　名 開催場所 開　催　日

村 岡 地 区 村岡公民館 10月21日（木）

猪野瀬地区 猪野瀬公民館 10月22日（金）

野 向 地 区 野向公民館 10月25日（月）

北 谷 地 区 北谷公民館 10月26日（火）

北 郷 地 区 北郷公民館 10月27日（水）

遅 羽 地 区 遅羽公民館 10月29日（金）

鹿 谷 地 区 鹿谷公民館 11月　2日（火）

平泉寺地区 平泉寺公民館 11月10日（水）

勝 山 地 区 教 育 会 館 11月11日（木）

荒 土 地 区 荒土公民館 11月12日（金）

※いずれも午後７時から

　景観計画の概要について、市民の皆
さまにご理解いただき、ご意見をいた
だくための説明会を、左表の日程で地
区ごとに開催いたします。
　ぜひご参加ください。
問　都市政策課（☎88‐8108）

都
市
計
画（
案
）の
公
告
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

特
別
用
途
地
区
・
特
定
用
途
制
限
地
域

指
定
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
各
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
計
画
案
を
左
記
の

と
お
り
公
告
縦
覧
し
ま
す
。

　

縦
覧
期
間
中
、
都
市
計
画
案
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
出
さ
れ
た
ご
意
見
は
、
計
画
案
と
と

も
に
都
市
計
画
審
議
会
に
て
審
議
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

縦
覧
期
間
▼
10
月
15
日
（
金
）

　

～
11
月
1
日
（
月
）

縦
覧
場
所
▼
都
市
政
策
課（

市
民
会
館
２
階
）

　

今
回
の
特
別
用
途
地
域
お
よ
び
特
定
用

途
制
限
地
域
の
指
定
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
特
別
用
途
地
区

　

用
途
地
域
内
の
準
工
業
地
域
や
工
業
地

域
、
工
業
専
用
地
域
、
第
2
種
住
居
地
域

に
お
い
て
、
建
物
床
面
積
が
3
０
０
０
㎡

を
超
え
る
大
型
店
舗
な
ど
の
集
客
施
設
を

制
限
し
ま
す
。

◆
特
定
用
途
制
限
地
域

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
環
境
保
全
地
域

　

鹿
谷
地
区
の
都
市
計
画
区
域
全
域
と
比

島
区
の
一
部
に
お
い
て
、
ホ
テ
ル
や
危
険

物
を
製
造
す
る
工
場
、
パ
チ
ン
コ
店
な
ど

を
制
限
し
ま
す
。

幹
線
道
路
沿
い
環
境
保
全
地
域

　

国
道
４
１
６
号
線
や
国
道
１
５
７
号

線
、
市
道
５
ー
21
号
線
沿
い
な
ど
、
幹
線

道
路
に
面
し
た
農
地
の
一
部
に
お
い
て
、

第
1
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の
制
限
事
項

を
適
用
し
、
建
物
の
高
さ
に
つ
い
て
も
10

ｍ
ま
で
と
し
ま
す
。

特
定
規
模
集
客
施
設
制
限
地
域

　

用
途
地
域
以
外
の
都
市
計
画
区
域
内
で

は
、
床
面
積
が
１
５
０
０
㎡
を
超
え
る
大

型
店
舗
な
ど
の
集
客
施
設
を
制
限
し
ま

す
。

問　

都
市
政
策
課 　
（
☎
88-

８
１
０
８
）
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エコ環境都市をめざして　

地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て

　

今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
と
な
り
ま
し

た
。
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル（
以

下
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
世

界
の
平
均
気
温
は
、
過
去
１
０
０
年
で
０
・

74
℃
上
昇
し
、
特
に
日
本
で
は
約
１
・
０
℃

上
昇
し
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
近
年
、
平

年
に
比
べ
て
極
端
に
気
温
の
高
い
“
異
常
高

温
”
の
発
生
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
、
平
均
気
温
が
上
昇
す
る
地
球
温
暖

化
現
象
の
原
因
と
し
て
、「
温
室
効
果
ガ
ス

濃
度
の
上
昇
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
と
は
、
地
球
表
面
の
熱
を

地
球
の
外
（
宇
宙
空
間
）
へ
逃
が
さ
な
い
役

割
を
果
た
し
て
い
る
気
体
の
こ
と
で
す
。
こ

れ
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
球
表
面
に
熱
が
た
ま
り
、
地

球
温
暖
化
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素

や
メ
タ
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
人
間
活
動
に
お
い
て
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
化
石
燃
料

を
消
費
す
る
こ
と
で
、
大
量

に
発
生
し
ま
す
。
18
世
紀
に
イ

ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
産
業
革

命
以
前
と
比
べ
、
大
気
中
の
二

酸
化
炭
素
濃
度
は
、
約
35
％

増
加
し
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
何
も
対
策
を
と
ら
な
い
ま
ま
で
い
る

と
、
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
続
け
地
球
温
暖

化
が
進
み
、
熱
波
や
集
中
豪
雨
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
異
常
気
象
が
起
こ
る
と
警
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
は
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

抑
制
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
球
温
暖
化
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
基
づ
き
、
市
役
所
の
事
業
活
動

に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
調
査
し
ま

し
た
の
で
、
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
市
役
所
の
事
業
活
動
に
お

け
る
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量
は
、
５
，４

２
３
ｔ
で
し
た
。
こ
れ
は
、
同
年
度
の
市
全

体
の
ご
み
処
理
量
（
約
７
５
０
０
ｔ
）
の
約

70
％
に
相
当
す
る
量
で
す
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
別
の
排
出
量
で
は
、
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
が
最
も
多
く
約
95
％
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
燃
料
等
別
で
は
、
電

気
の
使
用
に
お
け
る
排
出
量
が
約
80
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

二
酸
化
炭
素
は
、
化
石
燃
料
の
消
費
や
電

気
の
使
用
に
よ
り
発
生
す
る
た
め
、
市
で
は

今
後
も
更
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課　
　

 

（
☎
88-
８
１
０
４
）

市
役
所
の
事
業
活
動
に
お
け
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

表1　勝山市役所の事業活動における
　　　　　　　　　　温室効果ガス別排出量

表2　勝山市役所の燃料等別温室効果ガス排出量

温室効果ガスの種類 温室効果ガス排出量（ｔ）

二酸化炭素（ＣＯ2） 5,173

一酸化窒素（Ｎ2Ｏ） 171

メ　タ　ン（ＣＨ4） 78

ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ） 1

合　　　　計 5,423

活　動　項　目 温室効果ガス排出量（t）

電　　　　　気 4,355

灯　　　　　油 274

Ａ　　重　　油 271

下　水　処　理 244

軽　　　　　油 104

ガ　ソ　リ　ン 101

液化石油ガス（ＬＰＧ） 69

自 動 車 走 行 4

そ　　の　　他 1

合　　　　計 5,423

二酸化炭素（CO2）
95.4%

電気　80.6%

ハイドロフルオロカーボン
        （HFC）0.1%

その他 0.1%

灯油
 5.0％

Ａ重油
 4.9％

下水処理
4.4％

軽油 1.9％

自動車走行 0.1％

液化石油ガス（ＬＰＧ）
　　　　　　　1.2％

ガソリン 1.8％

メタン（CH4）1.4%一酸化窒素
（Ｎ2Ｏ）
3.1%

図1　ガス別排出量の割合

図２　燃料等別ガス排出量の割合

　この夏、勝山市が今年度から始めた合宿費補助を利用して、多くの学生が、
勝山で宿泊し、各地で合宿を行いました。
　また、昨年に市と包括的相互協力協定を結んだ関西学院大学からも、インター
ンシップやイベント参加のために、多くの学生が勝山を訪れました。

勝
山
の
魅
力
を
県
外
の
若
者
に

　

今
年
度
か
ら
、
県
外
の
大
学
生
な
ど
を
対

象
に
、
市
内
の
宿
泊
施
設
を
使
っ
て
合
宿

す
る
団
体
に
対
し
て
、
１
人
あ
た
り
１
日

１
０
０
０
円
を
補
助
す
る
「
学
生
合
宿
誘
致

事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

勝
山
に
宿
泊
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
県
外

の
若
者
に
勝
山
の
魅
力
を
伝
え
、
将
来
的
に

は
合
宿
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
と
し
て
も
勝

山
を
訪
れ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
半
年
で
昨
年
の
５
倍
以
上

　

９
月
末
現
在
で
の
宿
泊
延
べ
人
数
は
、

４
４
９
５
人
で
、
昨
年
１
年
間
の
合
宿
者
と

比
べ
る
と
、
そ
の
数
は
５
倍
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

合
宿
を
行
っ
た
団
体
は
、
京
都
大
学
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
や
関
西
学
院
大
学
女

子
ラ
ク
ロ
ス
部
な
ど
、
関
西
方
面
の
大
学
が

多
く
、
活
動
内
容
も
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活

動
か
ら
能
楽
や
ゼ
ミ
な
ど
、
幅
広
い
も
の
で

し
た
。

　
合
宿
施
設
の
充
実
を

　

し
か
し
、
市
内
で
宿
泊
す
る
も
の
の
、
活

動
す
る
た
め
の
体
育
施
設
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
も
あ
っ
て
、
半
数
近
く
の
団
体
が
近
隣

市
町
の
施
設
を
使
っ
て
練
習
や
活
動
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
内
の
体
育
施
設
だ
け
を
使
っ

て
十
分
に
合
宿
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

ラ
ク
ロ
ス
で
市
民
と
交
流

　

８
月
７
日
、
合

宿
中
の
関
西
学
院

大
学
女
子
ラ
ク
ロ

ス
部
と
市
民
約
20

人
が
、
ラ
ク
ロ
ス

を
通
し
て
交
流
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
学

生
か
ら
ラ
ク
ロ
ス

の
ル
ー
ル
や
基
本

的
な
動
作
を
学
び
、
最
後
に
は
ミ
ニ
ゲ
ー
ム

を
行
っ
て
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

関
西
学
院
大
学
女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

　
　
　

主
将　

山
田
温
子
さ
ん
の
話

　
「
昨
年
も
勝
山
で
合
宿
し
、
そ
の
と
き
も

交
流
会
を
行
っ
た
の
で
す
が
、
あ
い
に
く
天

気
が
悪
く
て
、
体
育
館
で
行
う
こ
と
に
な
り

残
念
で
し
た
。
で
も
今
年
は
天
気
も
良
く
て
、

外
で
思
い
っ
き
り
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
来
年
も
勝
山
で
合
宿
を
行
い
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
交
流
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

い
ま
す
。」

関
西
学
院
大
学
と
の
交
流

　

８
～
９
月
に
か
け
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
就
業
体
験
）
に
参
加
す
る
た
め
、
同
大

学
の
学
生
12
人
が
勝
山
を
訪
れ
、
約
１
週
間
、

夏
祭
り
準
備
や
広
報
紙
の
作
成
な
ど
市
役
所

の
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、夏
の
恒
例
行
事
「
ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー

ゲ
ル
in
勝
山
」
も
行
わ
れ
、同
大
学
ワ
ン
ダ
ー

フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
学
生
と
市
内
の
小
学
生

が
、
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
を
通
し
て
交
流
し
ま

し
た
。

交流の様子

インターンシップの様子

ワンダーフォーゲル in 勝山の様子

提供：全国地球温暖化防止活動推進センター

勝山を学生のフィールドに

山田温子さん
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～2010下半期　勝山市男女共同ネットワーク活動のお知らせ～

男女参画　はじめの一歩は　思いやり
勝山市男女共同参画キャッチフレーズ

紅葉講座
～“男女が共に思いやる健康づくり”のヒント～

と　き：10月 21日（木）　午後７時～８時 30分
ところ：すこやか　第１会議室
演　題：「笑いの医力」

笑う門には「健康」きたる！
笑いと健康についてお話いただきます

講　師：小澤　眞二氏（福井社会保険病院　内科主任部長）
　【資格】医学博士　日本内科学会認定内科医他
　【専門】内科一般　呼吸器内科
その他：受講希望のかたは、10月 18日（月）までにお申し込み

ください。

ポスターコンクール入賞作品展
　12月、2月に市内量販店および市民活動センター
で開催します。
　詳しい日時などは、広報お知らせ版やホームペー
ジでお知らせします。

　　　勝山市男女共同
ネットワーク交流会

～男女共同ネットワーク活動について
知ろう！ 語ろう！ 考えよう！ ～

と　き：11月 27日（土）　
　　　　　午後 1時 30分～ 3時 30分
ところ：すこやか　多目的ホール 
内　容：参加団体の活動やネットワーク活動に

ついての情報交換や意見交換
その他：参加希望のかたは、11月22日（月）ま

でにお申し込みください

第5弾

第 7弾

第 6弾

平成22年度男女共同参画ポスターコンクール入賞者紹介
（敬称略）　

最優秀賞作品
【小学生の部】 【中学生の部】

北郷小学校６年　竹島萌乃 勝山南部中学校３年　上山遥子

【小学生の部（応募数 37 点）】
優秀賞　  石　塚　悠　生（荒土小 2 年）
優秀賞　  白　崎　皓始朗（成器西小 2 年）
優秀賞　  石　塚　　　萌（荒土小４年）
入　選　  田　中　誠　也（北郷小 1 年）
入　選　  伊　東　華　蓮（成器西小３年）
入　選　  田　中　よしき（北郷小４年）
入　選　  斎　藤　菜　月（三室小 5 年）

【中学生の部（応募数 97 点）】
優秀賞　  松　島　梨　沙（勝山北部中３年）
優秀賞　  玉　木　杏　奈（勝山北部中３年）
優秀賞　  平　田　美　香（勝山南部中３年）
優秀賞　  石　川　奈穂子（勝山南部中３年）
優秀賞　  酒　井　智　華（勝山南部中３年）
入　選　  北　坂　裕　貴（勝山南部中１年）
入　選　  川　上　竜　矢（勝山中部中３年）
入　選　  山　中　美　智（勝山南部中３年）
入　選　  田　村　　　望（勝山南部中３年）
入　選　  中　村　さぎり（勝山南部中３年）
入　選　  松　下　由　佳（勝山南部中３年）
入　選　  竹　本　真　結（勝山南部中３年）
入　選　  中　村　　　滴（勝山南部中３年）

「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
活
性
化
連
携
協
議
会
」が
設
立

～
次
の
支
援
ス
キ
ー
ム
を
協
議
～

　

10
月
４
日
、
平
成
24
年
度
以
降
の
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
の
存
続
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
協
議
す

る
「
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
活
性
化
連
携
協
議
会
」

が
設
立
さ
れ
、
山
岸
市
長
が
会
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
、
沿
線
首
長
の
ほ
か
、
サ
ポ
ー

ト
団
体
や
経
済
界
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
、

設
備
投
資
や
運
行
経
費
の
補
填て

ん

の
あ
り
方
を

は
じ
め
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
さ
ら
な
る
利
便

性
向
上
や
利
用
促
進
、
経
営
安
定
の
方
策
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
進
む
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

や
、
車
だ
け
に
頼
ら
な
い
鉄
道
を
中
心
と
し

た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
質
の
向
上
、

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
、
観
光
客
へ
の

も
て
な
し
と
満
足
度
の
向
上
な
ど
、
沿
線
自

治
体
が
直
面
す
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
上

で
も
、
次
世
代
に
鉄
道
を
残
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

地
球
環
境
保
全
の
面
か
ら
も
、
え
ち
ぜ
ん

鉄
道
の
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

生
活
環
境
課　
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１
０
４
）

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000
（千円）

平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

欠損補助金（千円）
うち勝山市（24％）
国（設備投資）
福井県（設備投資）

勝山ウインド・アンサンブル ドレミ音楽舎
～音楽あふれる町 かつやま を目指して～

　社会人を中心に、学生から 50 歳代まで幅広い年齢の団
員で活動し、今年で結成 28 年目を迎えました。
　主に、市内でのイベントや学校での演奏、県内の吹奏楽
団体の合同演奏会に参加しています。
　今年の定期演奏会では、クラシックアレンジ曲から流行
のポップスまで、いろいろな曲を披露しますので、ぜひお
越しください。
<第27回定期演奏会>
と　き：11月13日(土)　午後7時～
ところ：市民会館　大ホール
演奏曲：聖歌と祭り、龍馬伝、また君に恋してる 他
入場料：有料　　　※詳しくはお問い合わせください

　毎月第３土曜日の午後 7 時から市民活動セン
ターで定例ライブを開催しています。入場無料です
ので、お気軽にお立ち寄りください。
　また、各地区のイベントへの出張演奏や、フォー
ク、ロック、童謡までジャンルを問わず、演奏の相
談も受け付けています。
　他にも、学生の演奏場所の支援などもしています
ので、楽器を演奏したい学生の皆さん、一度定例ラ
イブを見に来てください。　　　　　

こ
ん
に
ち
は
　

勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す

問　勝山市民活動ネットワーク事務局（☎87‐1011）

・問　未来創造課　（☎ 88 ‐ 1115）

設備投資と欠損補助金の推移
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小
原
集
落
で
地
域
貢
献
活
動

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

■
９
月
10
日
～
23
日　

北
谷
町
小
原
区

　国内・国外の学生や社会人10人が、小原
に宿泊しながら古民家修復などの地域貢献活
動を行いました。

子
ど
も
は
し
り
や
ん
こ
で
交
流

勝
山
市
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
交
流
会

■
10
月
２
日　

芳
野
町
一
円

　芳野町、片瀬、若猪野の小学生が参加し
て、市内少年消防クラブ交歓会が行われ、濃
煙体験や子ども走りやんこで交流しました。

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
を
伝
授

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
講
習
会
開
催

■
９
月
11
日
　
市
営
体
育
館

　次期福井国体に向け、ジュニア強化のため
に、北京五輪4位の末綱・前田ペアを含む実
業団チームが講習会を行いました。

市
内
の
が
ん
ば
る
企
業
紹
介

勝
山
市
産
業
展
開
催

■
10
月
３
日　

奥
越
地
域
地
場
産
振
興
セ
ン
タ
ー

　高い技術で魅力ある製品を造り、地域経済
を支えている市内の「がんばる企業」をＰＲ
する産業展が開催され、10社が出展してさ
まざまな技術を紹介しました。

長
野
県
岡
谷
市
と
の
交
流
の
歴
史

特
別
展
示「
蚕
展
２
０
１
０
」開
催

■
９
月
18
日
～
10
月
３
日　

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

　製糸業で栄えた長野県岡谷市のご協力で、
岡谷の生糸づくりの紹介と養蚕から羽二重が
できるまでの過程を展示しました。

大
仏
様
の
歯
を
磨
こ
う

歯
み
が
き
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

■
10
月
３
日　

越
前
大
仏
大
仏
殿

　大仏様の歯に着いた虫歯菌に見立てた磁石
を、ロボットで落とすなどのユニークなロ
ボットコンテストが開催されました。

稲
の
は
さ
が
け
に
挑
戦
！

田
ん
ぼ
の
オ
ー
ナ
ー
の
稲
刈
り

■
９
月
19
日　

平
泉
寺
町
小
矢
谷　小矢谷の田んぼで、福井市、大阪、兵庫、

富山の家族連れなど11人が手作業で稲刈り
体験をし、稲のはさがけを行いました。

企
業
の
理
解
と
協
力
を

消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付

■
10
月
７
日　

勝
山
市
役
所

　消防団活動に対して積極的に協力いただい
ている9つの事業所に対し、協力事業所表示
証が交付されました。

笑
っ
て
人
権
を
勉
強

か
つ
や
ま
＂の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
＂

■
９
月
25
日　

す
こ
や
か

　男女共同参画と人権問題啓発を趣旨とする
「かつやまのぞみフェスタ」が開催され「お笑
い人権講座」が大好評でした。

おめでとう！全日本ジュニアバドミントン女子単優勝
■山口　茜さん（13）＝勝山南部中１年＝

勝山マスターになる！第２回かつやまふるさと検定開催
■９月26日　勝山商工会館

美味しく国際交流アメリカ風バーベキューと運動会
■９月12日　かつやま恐竜の森

　９月20日に愛知県で行われた大会で、山口さんが中学生
になって初めて全国タイトルを手にしました。10月には日
本代表として、国際大会に臨みます。今後の活躍が、ます
ます楽しみです。

　勝山の歴史や遺産など、ふるさとの知識を問う「第２回
かつやまふるさと検定（初級編）」が行われました。29人
が受験され27人が合格しました。
　来年3月には、第3回初級編および第1回中級編を開催し
ます。またぜひチャレンジしてください。
　なお、中級編は、初級編合格者のみ受験できます。

　

勝
山
市
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
が
行
わ
れ
、
県
内
の
外
国
語

指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
や
国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
と

市
内
の
親
子
連
れ
約
60
人
が
、
ゲ
ー
ム
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
ま
し
た
。
み
ん
な
で
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

受験の様子

合格者の声
　前回の検定で、家族や職場
の上司が受けていたので、今
回は私も受けてみようと思い
ました。
　無事合格することができた
ので、次は中級編も受験し、
ぜひ合格したいです。

齋藤里美さん（22）
＝荒土町妙金島＝



桜を植えよう！！桜を植えよう！！
かつやま恐竜の森にかつやま恐竜の森に

と　き　11月28日（日）
　　　　午前９時～11時頃（雨天決行）
ところ　かつやま恐竜の森　森の博物館周辺
主　催　勝山夏まつり実行委員会
内　容　ヤマザクラなどの植樹（１組１本）
定　員　100組
　　　　※組には勝山市民が含まれていること
募集期間　10月18日（月）～11月12日（金）
募集方法　電話、FAXまたはメール

　・問　観光政策課（☎88‐8117　FAX 88‐1119）
　　　　E-mail  kankou@city.katsuyama.lg.jp

　開園 10 周年を迎えたかつやま恐竜の森に、
桜を植えませんか。
　特に、今年10歳になられた小学生の親子や、
今年ご結婚されたご夫婦、初孫が生まれたかた
など、その記念に皆さんで桜を植えましょう。

　開園 10 周年を迎えたかつやま恐竜の森に、
桜を植えませんか。
　特に、今年10歳になられた小学生の親子や、
今年ご結婚されたご夫婦、初孫が生まれたかた
など、その記念に皆さんで桜を植えましょう。

笑い飯

末成由美

勝山市芸術劇場2010

in KA
TSU

　　 Y
AMA

ミニ

一　　　般：2,200円（当日：2,500円）
高校生以下：500円　50枚限り
※前売り開始10月4日（月）　全席自由

勝山市教育委員会　生涯学習・スポーツ課（教育会館内）
勝山市内各公民館
勝山サンプラザ（１階インフォメーション）
※当日券は勝山市民会館で一般券のみ取り扱います。

チ
ケ
ッ
ト

取
扱
所

　

本公演前に市内の
中学生を対象とした、
公演を開催します。

入
場
料

内場勝則　末成由美
島木譲二

大木こだまひびき
笑い飯

サムタイムズ　オレンジ田中哲也

内場勝則　末成由美
島木譲二

大木こだまひびき
笑い飯

サムタイムズ　オレンジ田中哲也

出演

平成22年11月17日（水）平成22年11月17日（水）
開場：午後6時　開演：午後6時30分開場：午後6時　開演：午後6時30分

と  き

勝山市民会館勝山市民会館ところ
主催：勝山市文化協会　　後援：勝山市　勝山市教育委員会
お問い合せ／勝山市文化協会事務局（勝山市教育委員会 生涯学習・スポーツ課内）
　　　　　　TEL（0779）88-8114

島木譲
二

大木こだまひびき 内場勝
則
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第
５
回
繊
維
展
の
開
催

若
年
無
業
者・ひ
き
こ
も
り
若
者
の
た
め
の

出
前
相
談
会
の
開
催

自
然
薯
観
光
農
園

　
　
　

参
加
者
募
集
中

日
本
語
学
習
広
場

　
　
　

参
加
者
募
集
中

と　

き
▼
10
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

31
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

主　

催
▼
市
繊
維
協
会

内　

容
▼

①
地
元
企
業
の
生
地
素
材
お
よ
び
製
品
展
示

（
製
紐
機
の
実
演
も
あ
り
ま
す
）

②
手
染
め
・
手
作
り
品
の
展
示
（
一
部
販

売
）

③
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
ロ
ー
プ
作
り
、
糸
紡

ぎ
、
糸
引
き
）

問　

市
繊
維
協
会　
　
（
☎
87
‐
３
１
７
８
）

と　

き
▼
10
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

対　

象
▼
概
ね
15
歳
～
40
歳
ま
で
の
若
年
無

業
者
・
ひ
き
こ
も
り
若
者
お
よ
び
ご
家
族

相
談
員
▼
若
年
無
業
者
社
会
的
自
立
支
援

員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー　

他

※
ご
希
望
の
か
た
は
、
相
談
を
ス
ム
ー
ズ
に

進
め
る
た
め
に
、
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ

い・
問　

ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
サ
ポ
ス
テ
ふ
く
い
」

（
☎
０
７
７
６
‐
21
‐
０
３
１
１
）

と　

き
▼
11
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ
▼
立
川
町
圃
場

内　

容
▼
自
然
薯
掘
り
取
り
体
験
、
そ
ば
の

会
食
（
自
然
薯
か
け
放
題
）

参
加
料
▼
１
５
０
０
円
（
ク
レ
ー
バ
ー
パ

イ
プ
３
本
掘
っ
て
、
１
本
は
お
持
ち
帰

り
）

　

ご
近
所
や
お
友
達
も
お
誘
い
の
う
え
、
多

く
の
か
た
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。・

問　

Ｊ
Ａ
テ
ラ
ル
越
前　

営
農
政
策
課

（
☎
65
‐
１
２
５
１
）

　

外
国
人
を
対
象
に
、
日
本
語
学
習
広
場
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
学

習
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
で
会
話
し
た
り
、

日
本
の
文
化
を
楽
し
く
学
ん
だ
り
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き
▼
毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館　

視
聴
覚
研
修
室

対
象
者
▼
外
国
人（
市
内
在
住
を
問
わ
な
い
）

内　

容
▼
日
本
語
の
学
習
（
文
法
、
簡
単
な

会
話
、
日
本
の
文
化
な
ど
）

参
加
料
▼
無
料

問　

未
来
創
造
課　
　
（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

宝くじ収益金でまちづくり
　北谷町小原区が、宝くじの収益金を活用した財団法
人自治総合センター「コミュニティ助成事業」の助成
を受けて、テントなどの備品を購入し、地域の活性化
に役立てています。

購入備品▶テント、会議テーブル、折りたたみ椅子、
プロジェクター、スクリーン、ホワイトボード

問　未来創造課（☎88‐１11５）

２０１０秋の勝山うまいもん祭
と　き▶10月23日（土）・24日（日）
　　　　午前10時～午後4時（雨天決行）
ところ▶かつやま恐竜の森　芝生広場
主　催▶社団法人勝山観光協会
内　容▶
①勝山うまいもん市
　まつたけご飯、鮎・あまご・いわなの塩焼き、里芋
の煮転がし、田楽、揚げじゃがもち、手打ちそば、地
元銘菓・牛乳・餅などの地元特産品、地元野菜など
②アトラクション企画
　勝ち山ワッショイ出演、太鼓演技、地元中学校吹奏
楽部の演奏、秋のうまいもんが当たる抽選会
その他▶マイバッグ運動にご協力ください

昨年の様子
問　秋の勝山うまいもん祭実行委員会（☎87‐1245）

絵はがきのプレゼントもあります
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エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
、

　
　

略
し
て「
エ
コ
協
」で
す
。

　

過
ご
し
や
す
い
10
月
は
、
運
動
を
し

な
が
ら
秋
を
堪
能
す
る
イ
ベ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
行
わ
れ
ま
す
。

８
・
９
月
の
活
動
報
告

◆
か
つ
や
ま
の
音
楽
家
の
た
ま
ご
た
ち
コ
ン

サ
ー
ト　

	

８
月
21
日
（
土
）

　

音
楽
家
の
た
ま
ご
た
ち
を
育
て
よ
う
と
、

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
兼
ね
た
演
奏
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
合
格
者
４
名
は
、11
月
28
日（
日
）

に
福
井
室
内
管
弦
楽
団
と
協
奏
曲
を
演
奏
し

ま
す
。

10
月
の
エ
コ
協
行
事

◆
西
光
寺
の
城
山
と
大
杉
の
自
然
観
察
会

　

10
月
９
日
（
土
）

◆
の
む
き
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り

　

10
月
10
日
（
日
）

◆
村
岡
山
史
跡
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

10
月
10
日
（
日
）

◆
彩
り
と
調
べ
の
午
餐
会
in
勝
山
城
博
物
館

　

10
月
11
日
（
月
・
祝
）

◆
勝
山
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
（
町
な
か
よ
り
三
室

遺
跡
を
訪
ね
て
）　　

  　

10
月
24
日
（
日
）

◆
恐
竜
化
石
壁
と
夫
婦
滝
の
観
察
会

　

10
月
24
日
（
日
）

◆
秋
の
大
師
山
・
紅
葉
と
花
の
観
察
会

　

10
月
30
日
（
土
）

エ
コ
協
の
団
体
・
活
動
紹
介

◆
鹿
谷
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

勝
山
市
を
訪
れ
る
か
た
が
た
に
、
城
山
の

歴
史
や
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
め
て
い
き

た
い
と
、
城
山
や
遊
歩
道
の
整
備
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
20
年
以
上
続
く
「
鹿
谷
雪
ま

つ
り
」
を
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
、「
雪
像
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
町
内
外
か
ら
広
く
募
集

し
ま
す
。
市
民
も
巻
き
込
ん
だ
元
気
で
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
ド
レ
ミ
音
楽
舎

　
「
勝
山
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

楽
曲
を
募
集
し
、
発
表
会
「
唄
の
市
」
で
披

露
し
ま
す
。
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
定
期

的
に
ラ
イ
ブ
も
行
っ
て
い
ま
す
。

第
３
回
勝
山
唄
の
市
２
０
１
０
in
じ
ば
さ
ん

と　

き
▼
11
月
14
日
（
日
）　

午
後
１
時
～

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
・
テ
ー
マ
の
部

　

勝
山
を
テ
ー
マ
に
作
詞
作
曲
し
た
唄
を
披
露

●
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
・
フ
リ
ー
の
部

　

自
由
に
作
詞
作
曲
し
た
唄
を
披
露

●
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
部

　

日
頃
活
動
し
て
い
る
バ
ン
ド
の
曲
を
披
露

※
参
加
者
募
集
中
。
申
し
込
み
は
左
記
ま
で

　

☎
０
９
０-

３
２
９
１-

５
４
４
１
（
小
林
）

http://w
w

w
.dorem

i-ongakusha.com
/

問　

未
来
創
造
課　

  　
（
☎
88
‐
１
１
１
５
）

ピアノ
花田佳奈さん

フルート
三屋　風さん

チェロ
雲竜笙子さん

ピアノ
笠川未知華さん
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身の回りの
有害物質徹底ガイド

パット・トーマス／著
武田ランダムハウスジャパン

世界史読書案内

津野田　興一／著
岩波書店

自転車の大研究

谷田貝　一男／著
ＰＨＰ研究所

もちもち、ふわふわ
　　　米粉の蒸しパン

上田　まり子／著
家の光協会

よくわかる宇宙と
　　　　地球のすがた

国立天文台／編
丸善

だいすきだよ、
オルヤンおじいちゃん

カミラ・ボルイストレム／作
徳間書店

特異家出人

笹本　稜平／著　          
　小学館

港町ヨコハマ
　　異人館の秘密

山崎　洋子／著
あすなろ書房

みんながつかう
たてものだから

サジ　ヒロミ／文・絵
偕成社

勝手にふるえてろ

綿矢　りさ／著
文芸春秋

ぼくらの輪廻転生

さとう　まきこ／著
角川書店

コウノトリのおはなし

ティボル・ゲルゲイ／え
長崎出版

　

夢
か
な
う　

憧
れ
の
甲
子
園
に
出
場

屋
敷
謙
太
さ
ん
（
17
）
福
井
商
業
高
校
３
年
＝
芳
野
町
１
丁
目
＝

　

日
本
代
表
と
し
て
世
界
の
舞
台
へ

中
村　

剛
さ
ん
（
28
）
＝
旭
町
２
丁
目
＝

　

屋
敷
さ
ん
は
今
年
の
夏
、
福
井
商
業
高

校
野
球
部
の
サ
ー
ド
で
４
番
バ
ッ
タ
ー
と

し
て
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

野
球
を
始
め
た
の
は
小
学
校
２
年
生
の

時
。
同
じ
く
野
球
を
や
っ
て
い
た
お
兄
さ

ん
か
ら
の
流
れ
で
、
自
然
に
野
球
を
始
め

た
そ
う
で
す
。

　

中
学
校
３
年
生
の
時
に
は
、
県
と
北
信

越
の
大
会
で
優
勝
し
、
ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
で

の
中
部
日
本
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

　

高
校
進
学
に
あ
た
っ
て
は
「
甲
子
園
へ

の
近
道
だ
か
ら
。」
と
福
商
を
選
び
、
厳

し
い
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
の
中
で
１
年
生
の

秋
か
ら
ベ
ン
チ
入
り
を
果
た
し
、
最
後
の

夏
で
甲
子
園
出
場
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

結
果
は
２
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退
し
ま
し

た
が
、「
１
回
戦
は
緊
張
し
て
し
ま
っ
た

け
ど
、
２
回
戦
で
は
修
正
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
甲
子
園
に
出
ら
れ
て
本
当
に
感
動

し
ま
し
た
。」
と
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
セ
ー
レ
ン
㈱
に
入
社
し
、
野

球
部
で
が
ん
ば
る
と
の
こ
と
。「
日
本
一

に
な
り
た
い
し
、
仕
事
も
が
ん
ば
り
た
い
。

苦
労
を
か
け
た
お
父
さ
ん
に
恩
返
し
が
し

た
い
で
す
。」
と
力
強
く
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

10
月
９
日
、
10
日
に
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
ン

ド
ン
で
開
か
れ
る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
界
最

高
峰
の
大
会
「U

K
 B

-B
oy 

チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
」
に
、
中
村
さ
ん
が
日
本
代
表

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
す
。（
本

紙
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
素
晴
ら
し
い
結

果
が
出
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
）

　

大
会
は
１
チ
ー
ム
８
人
で
構
成
さ
れ
、

２
チ
ー
ム
が
対
戦
す
る
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
方

式
で
行
い
、
審
査
員
が
勝
敗
を
判
定
。
７

～
８
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
本
予
選
で

優
勝
し
、
世
界
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に

し
ま
し
た
。
世
界
大
会
は
、
ア
メ
リ
カ
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
予
選
を
勝
ち
あ
が
っ

た
計
８
チ
ー
ム
で
争
い
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、
金
沢
学
院
大
学
に
進
学

後
、
兄
・
直
哉
さ
ん
に
憧
れ
て
ブ
レ
イ
ク

ダ
ン
ス
を
始
め
、
別
の
大
学
内
の
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
大
学

卒
業
後
も
、
金
沢
で
仕
事
を
し
な
が
ら
ダ

ン
ス
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
東
京
を
拠

点
に
活
動
す
る
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「FO
U

N
D

　

N
A

TIO
N

」
に
誘
わ
れ
、

４
年
前
に
上
京
。
そ
の
後
、
全
国
各
地
の

イ
ベ
ン
ト
や
大
会
に
参
加
し
て
、
技
を
磨

い
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
勝
山
に
戻
り
、
猪
野
瀬
公
民
館

で
ダ
ン
ス
教
室
を
開
い
て
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
か
た
に
ダ
ン
ス

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

大
会
に
向
け
て
中
村
さ
ん
は
「
世
界
で

１
番
強
い
絆
を
持
っ
た
チ
ー
ム
だ
と
い
う

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
ぜ
ひ
優
勝
し
た

い
！
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

「甲子園では緊張しました」

「チームの絆の強さをアピールしたい」

図書館の
行事案内

は

広報お知
らせ版に

掲載してい
きます


